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ソ
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蔭
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P
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n
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P
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介
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デ
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独
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ェ
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シ
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追
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論
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-
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台
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景
」

に

つ

い
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1
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内
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記

第
十
五
集
(
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和
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月
)
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詩
に
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け
る
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季
の
概
念

オ
ー
ス
テ
ィ
ン
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マ
」
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い
て

【
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・
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・
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三
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浦
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月
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『
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
』
に
つ
い
て
の

『
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ラ
リ
ッ
サ
・
ハ
ー
ロ
ウ
』
の
周
辺

「
ハ
イ
ペ
リ
オ
ン
没
落
」
序
詩
を
め
ぐ
っ
て

ポ
ー
ル
の
悲
劇
-
『
息
子
と
恋
人
』

ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
後
期
の
文
体

三
つ
の
女
優
物
語

鴫渡奥松岡飯

原辺村下沼

真久千照

一義透吉雄馨

二
四
四

ス
ウ
ィ
フ
ト
の
「
柄
物
話
し
1
-
詭
弁
と
否
定
の
レ
ト
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ッ
ク
1

酒

井

幸

キ

ー

ツ

と

ワ

ー

ズ

ワ

ス

松

下

千

『

闇

の

奥

』

の

竹

森

イ
ェ
イ
ツ
の
叡
智
1
-
-
イ
ェ
イ
ツ
生
誕
百
年
を
記
念
し
て
ー

大

浦

幸

第
十
七
集
(
昭
和
四
十
年
三
月
)

マ
ー
ロ
ウ
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア

ー
『
タ
ン
パ
レ
イ
ン
大
帝
一
部
L
と
『
ヘ
ン
リ
ー
六
世

ー
.
A
.
R
i
c
h
p
r
d
s
の
価
値
論

O
n
P
u
t
t
i
n
g
P
e
n
t
O
P
p
p
e
r

第
十
九
集
(
昭
和
四
十
一
年
三
月
)

中
世
英
詩
に
お
け
る
春
の
概
念

ラ
ム
の
『
定
年
退
職
者
」

『
闇
の
奥
し
拗

ウ
ル
フ
の
最
後
の
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説
の

角

倉

康

夫男修吉三

l
P
m
e
S
C
r
i
c
h
t
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n
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々
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学修雄男

二
部
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三
部
し
-

『
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ョ
ナ
サ
ン
・
ワ
イ
ル
ド
」
に
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て
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な
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界
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め
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-
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虹
L

r
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覚
え
書
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フ
ィ
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ッ
プ
‥
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.
ヴ
ィ
ラ
ン
″
m

l

そ

の

近

代

性

に

つ

い

て

1

岡
田

飯
沼

奥
村

増
山

喜
志

哲洋

雄学透馨一

現
代
に
お
け
る
創
作
の
問
題

-
T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
と
ジ
ョ
イ
ス
ー
ー
・
渡

『
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
こ
の
部
屋
」
に
つ
い
て

-
1
-
ジ
ェ
イ
ム
ズ
・
ボ
ー
ル
ド
ウ
ィ
ン
の
実
験
-

尾

崎

寄

春

M
T
と
い
う
も
の

英
語
科
教
科
教
育
法
の
問
題
点
と
そ
の
解
決
案

第
二
十
集
(
昭
和
四
十
二
年
三
月
)

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
.
ヴ
ィ
ラ
ン
″
脚

-

そ

の

近

代

性

に

つ

い

て

ー

尾

崎

寄

春

藤木井.辺

昭健久

一泉三義



ナ
ッ
シ
ュ
の
ソ
ン
グ
「
悪
疫
の
時
に
」
・
私
註

ド
ラ
イ
デ
ン
の
英
雄
劇
再
考

r
ウ
ォ
ル
デ
ン
L
に
み
ら
れ
る
東
洋
思
想
に
つ
い
て

尾山松

形村下

敏武千

彦雄吉

故
名
誉
教
授
深
瀬
基
寛
先
生
を
悼
む

第
二
十
一
集
(
昭
和
四
十
二
年
八
月
)

「
簡
素
に
よ
せ
る
頒
」
注
解

-
コ
リ
ン
ズ
に
お
け
る
自
然
観
の
背
景
-

イ
ェ
イ
ツ
の
劇
的
な
る
精
神
を
め
ぐ
っ
て

ロ
レ
ン
ス
小
説
の
ひ
と
つ
の
意
味

1
r
息
子
と
恋
人
L
か
ら
r
恋
す
る
女
た
ち
L

l
・
M
・
マ
リ
の
文
体
論

第
二
十
二
集
(
昭
和
四
十
三
年
一
月
)

奥ま曇洒
谷
川井

年率

光三

第
二
十
三
集
(
昭
和
四
十
三
年
十
月
)

古
英
語
に
お
け
る
愛
の
一
表
現

ジ
ョ
ー
ジ
・
エ
サ
リ
ッ
ジ
の
第
二
作

『
闇
の
奥
』
如

第
二
十
四
集
(
昭
和
四
十
四
年
三
月
)

O
E
冒
e
O
n
d
に
つ
い
て

「
闇
の
果
し
㈹

ソ
ー
ロ
ウ
の
ジ
ョ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
弁
護
に
つ
い
て

竹書佐
々

森志部

哲英

修雄男

佐
々
部

英

竹
森

尾

形

敏

彦修男

角

倉

康

夫

イ
ル
ー
ジ
ョ
ン
と
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
マ
ー
ド
ッ
ク
私
見佐

野

哲

郎

エ
マ
ソ
ン
の
ユ
ニ
テ
リ
ア
ニ
ズ
ム
批
判
に
つ
い
て
尾
形
敏
彦

ホ
ー
ソ
ー
ン
r
大
理
石
の
牧
神
像
」
に
お
け
る
「
幸
運
な
堕
落
」

-

そ

の

非

宗

教

性

に

つ

い

て

1

ゝ
、
巳
、
竜
の
意
味

三

宅

卓

雄

蜂

谷

昭

雄

l
n
訟
g
h
t
P
的
A
n
∽
W
e
r

-
A
2
0
t
e
O
n
D
.
ロ
.
L
p
w
r
e
n
c
e
P
.
C
.
M
.
G
p
r
d
n
e
r

ド
ス
・
パ
ソ
ス
と
第
一
次
大
戦

-
r
三
人
の
兵
士
」
と
二
九
一
九
年
」
を
め
ぐ
っ
て
ー

田

中

礼

第
二
十
五
集
(
昭
和
四
十
五
年
三
月
)

「

マ

ク

ベ

ス

L

I

存

在

と

時

間

-

1

-

岡

田

洋

一

ド
ラ
イ
デ
ン
の
一
つ
の
見
方
-
叙
事
詩
と
諷
刺
詩
と
の
関
係
-
-
1

山

村

武

雄

.
G
-
e
e
-
.
「
歓
び
(
の
歌
)
」
と
い
う
言
葉
の
復
活
に
つ
い
て
(
そ
の
一
)

-
-
-
ブ
レ
イ
ク
の
「
無
垢
の
歌
』
の
場
合
1

松

下

千

言

エ
ス
マ
ン
の
『
神
学
部
講
演
』
に
た
い
す
る
ブ
ラ
ウ
ン
ス
ン
の

批
判
に
つ
い
て

1
-
高
神
学
部
講
演
』
は
こ
の
批
判
に
た
え
ら
れ
る
か
1

尾

形

敏

彦

二
四
五



T

h

e

2

0

く

e

-

i

s

t

√

P

r

e

d

i

c

P

m

e

n

t

T

O

d

P

y

1
0
h
n
2
0
0
n
e

第
二
十
六
集
(
昭
和
四
十
五
年
十
二
月
)

「
ジ
ョ
ン
王
』
に
お
け
る
庶
子
の
性
格
と
便
宜
主
義
の
主
題

青

木

啓

治

ボ
訂
㌔
・
「
歓
び
(
の
歌
)
」
と
い
う
言
葉
の

復
活
に
つ
い
て
(
そ
の
二
)

-
ワ
ー
ズ
ワ
ス
の
『
一
八
〇
七
年
詩
集
』

ウ
ル
フ
の
最
後
の
小
説
㈹

「
ウ
オ
ル
デ
ン
』
の
中
心
思
想

S
O
m
e
S
y
n
t
a
c
t
i
c
I
n
n
O
く
P
t
i
O
n
S
i
n
t
h
e
ヨ
n
巴

㌣
計
b
q
へ
ヽ
勺
ヽ
も
還
1
h
C
守
Q
3
㌢
計

第
二
十
七
集
(
昭
和
四
十
六
年
三
月
)

O
E
L
母
も
短
も
軋
ミ
亀
山
寸
言

を

中

心

に

-

松
下

増
山

尾
形

P
P
r
t
O
f

永
野

郎彦学書

二
四
六

記
憶
と
創
造

-
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
の
後
世
に
及
ぼ
す
意
味
-

渡

辺

久

義

エ
マ
ス
ン
と
そ
の
群
の

1
ラ
ル
フ
・
ウ
ォ
ル
ド
ー
・
エ
マ
ス
ン
ー
尾
形
敏
彦

英
語
に
お
い
て
知
覚
と
情
動
を
表
わ
す
語
の
起
源
に
つ
い
て

永

野

芳

郎

第
二
十
九
集
(
昭
和
四
十
七
年
三
月
)

決
疑
論
者
B
夫
人
-
『
パ
ミ
ラ
』
第
二
部
に
つ
い
て
-

山

本

利

治

歓
び
の
静
譜
と
生
動
-
ワ
ー
ズ
ワ
ス
か
ら
ク
レ
ア
へ

ー
1
し
0
-
e
e
.
・
「
歓
び
(
の
歌
)
」
と
い
う
言
葉
の
復
活
に
つ
い
て

(

そ

の

三

・

結

び

と

し

て

)

-

松

下

千

吉

佐
々
部

英
男

『
間
違
い
の
喜
劇
し

ー
『
メ
ナ
エ
ク
ム
ス
兄
弟
』
『
ア
ム
ピ
ト
ル
オ
』

と

の

比

較

-

小

自

ポ
ー
プ
前
期
の
技
法
叫
1
-
ア
レ
ゴ
リ
ー
と
そ
の
周
辺
～

酒
井

ピ

ン

ク

ー

の

形

式

感

覚

鴫

原

啓
邦

三
つ
の
船

疎
外
論
よ
り
見
た
ド
ラ
イ
サ
ー

蜂

谷

昭

雄

安

藤

昭

一

第
二
十
八
集
(
昭
和
四
十
七
年
一
月
)

外
な
る
も
の
か
ら
内
な
る
も
の
へ
1
イ
ェ
イ
ツ
の
民
衆
観
-

佐

野

哲

郎

第
三
十
集
(
昭
和
四
十
八
年
三
月
)

「
ヘ
ン
リ
ー
四
世
L
と
ズ
ン
リ
ー
五
世
』
を
結
ぶ
も
の

1
ハ
ル
の
英
雄
的
性
格
と
太
陽
と
雲
の
主
題
1
-

青

木

啓

治

オ
セ
ロ
ウ
ー
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
め
ぐ
っ
て
ー岡

田

洋

一

肉
体
の
復
活
-
『
チ
ャ
タ
リ
ー
夫
人
の
恋
人
や
1
-

奥

村

透



エ

マ

ス

ン

の

詩

『

バ

ッ

カ

ス

』

に

つ

い

て

尾

形

敏

彦

ラ
イ
ト
の
r
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
」
1
-
-
人
種
性
と
普
溺
隼
1
-

田

中

礼

T
h
e
L
p
P
g
u
品
e
O
鴫
抽
選
等
♪
A
M
i
d
d
訂
E
n
g
-
i
s
h
罪
O
m
P
n
C
e

M
P
r
く
e
〓
の
.
和
己
-
と
d
n
P
D
r
O
p
O
f
D
e
w
-
蜂
谷
昭
雄

P
P
r
t
l
・
P
h
O
n
O
】
0
喝

第
三
十
一
集
(
昭
和
四
十
八
年
十
二
月
)

A
n
t
i
c
i
p
註
O
n
O
鴫
E
8
p
e
r
i
e
n
c
e

l
-
ダ
ン
と
パ
ラ
ケ
ル
サ
ス
、
結
-

永

野

芳

郎

第
三
十
三
集
(
昭
和
五
十
年
二
月
)

『
批
評
諭
し
注
解
H

混
沌
の
夜
へ
の
眼
差
し

酒

井

幸

三

ー
ー
ヰ
親
戚
モ
リ
ヌ
ー
少
佐
」
の
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
ー

桜

井

正

一

郎

(
ホ
ー
ソ
ー
ン
短
篇
論
2
)

『
ジ
ー
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
」
解
釈
Ⅲ

ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
の
中
国
ル
ポ

三竹鴫

原森宅

真卓

一修雄

ロ
レ
ン
ス
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
ノ
ヴ
ェ
ル
ズ
に
つ
い
て

-
『
エ
ア
ロ
ン
の
杖
』
か
ら
『
翼
あ
る
蛇
』
ま
で
ー

奥

村

透

ウ
ォ
ー
レ
ス
・
ス
チ
ー
ヴ
ン
ズ
の
世
界

1
.
云
O
t
e
:
O
W
P
r
d
p
S
u
p
r
e
m
e
F
i
e
t
i
O
n
3
に
つ
い
て
-

大

浦

幸

男

第
三
十
四
集
(
昭
和
五
十
年
十
二
月
)

『
ア
ン
ト
ニ
ー
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
L
I
リ
ア
リ
テ
ィ
の
問
題
1
-

岡

田

洋

一

さ
訂
9
乳
§
温
さ
訂
≒
督
罠
着
払
の
英
語

第
三
十
二
集
(
昭
和
四
十
九
年
三
月
)

佐

々

部

英

男

悪
夢
と
日
常
へ
の
眼
差
し

ー
「
若
者
グ
ッ
ド
マ
ン
・
ブ
ラ
ウ
ン
」

(
ホ
ー
ソ
ー
ン
短
篇
論
3
)

の

デ

ィ

ス

ク

ー

ル

ー

慈
恵
の
空
間
と
摂
理
の
空
間
(
そ
の
一
)

1
r
リ
ア
王
し
の
浜
セ
リ
採
り
・
覚
え
書
き
ー
ー
1

松

エ
マ
ス
ン
の
詩
に
つ
い
て
ー
序
説
1
-
-

尾

形下

敏千

彦書

固
き
世
に
投
入
れ
ら
れ
た
優
し
さ

1
-
-
ポ
ー
ソ
ー
ン
短
篇
論
川
「
優
し
き
少
年
」
1三

宅

卓

雄

『
緑
樹
の
陰
で
』
に
つ
い
て

『
ジ
ー
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
』
解
釈
㈹

ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
バ
ビ
ッ
ト
の
ジ
ュ
ペ
ー
ル
論

第
三
十
五
集
(
昭
和
五
十
一
年
三
月
)

続
・
エ
マ
ス
ン
の
詩
に
つ
い
て
-
序
説

『
ジ
ー
キ
ル
博
士
と
ハ
イ
ド
氏
』
解
釈
(
3
)

フ
ェ
ノ
ロ
サ
=
パ
ウ
ン
ド
に
よ
る

謡
曲
『
錦
木
』
の
英
訳
を
め
ぐ
っ
て

二
四
七

三増竹角

倉森山宅

康卓

夫修学雄

長竹尾
谷
川森形

年敏

光修彦



第
三
十
六
集
(
昭
和
五
十
一
年
十
二
月
)

十
八
世
紀
と
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
喜
劇

～
女
性
登
場
人
物
の
批
評
に
関
す
る
覚
え
書
-

小

畠

啓

邦

エ

ミ

リ

・

プ

ロ

ン

テ

の

詩

の

世

界

奥

村

透

イ

ェ

イ

ツ

の

「

悲

劇

の

な

か

の

喜

悦

」

桜

井

正

一

郎

「

め

り

け

ん

ア

レ

ル

ギ

ー

」

鴫

原

真

一

伝
統
の
新
し
き
擁
護
1
-
M
a
r
g
p
r
e
t
D
r
P
b
b
【
e
の
文
体
U
l

豊

田

昌

倫

第
三
十
七
集
(
昭
和
五
十
二
年
三
月
)

デ
ア
ド
ラ
の
物
語
-
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
伝
説
の
一
側
面
-

佐

野

哲

郎

文
学
と
文
化
の
間
(
序
論
)

-
ヘ
ン
リ
ー
・
ジ
ェ
イ
ム
ズ
に
お
け
る
言
語
の
意
味
-
-
-

渡

辺

久

義

ト
リ
ス
テ
ロ
の
謎
を
生
む
も
の

ー
ト
マ
ス
・
ピ
ン
チ
ョ
ン
の
り
訂
C
q
叫
、
喝
も
卜
Q
、
亀

に

つ

い

て

ー

中

村

紘

一

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
と
ロ
ー
マ
史
の
人
物
像

-
1
-
プ
ル
タ
ル
コ
ス
を
中
心
に
ー
(
I
)

『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
論
-
(
そ
の
一
)
木
村
輝
平

1

8

世

紀

イ

ギ

リ

ス

に

お

け

る

小

説

批

評

(

Ⅲ

)

山

本

利

治

T

h

e

T

r

p

n

s

-

a

t

i

O

n

O

f

P

H

e

r

O

D

P

く

i

d

H

a

H

e

二
四
八

第
三
十
八
集
(
昭
和
五
十
二
年
十
二
月
)

結
句
有
情
1
-
-
ワ
イ
ア
ッ
ト
か
ら
シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
へ
1

桜

井

正

一

郎

エ
マ
ス
ン
の
『
自
然
論
』

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
と
ロ
ー
マ
史
の
人
物
像

-
プ
ル
ク
ル
コ
ス
を
中
心
に
-
(
Ⅲ
)

『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』
論
(
そ
の
二
)

尾

形

敏

彦

木

村

輝

平

第
三
十
九
集
(
昭
和
五
十
三
年
三
月
)

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
史
劇
に
お
け
る
ア
イ
ロ
ニ
ー
に
つ
い
て

ー
ー
ー
主
題
と
性
格
の
問
題
1

ホ
イ
ッ
ト
マ
ン
に
お
け
る
性
の
表
現

『
非
常
手
段
』
覚
え
書

シ
ェ
リ
ー
と
ピ
ン
ダ
ロ
ス

ー

「

エ

ウ

ガ

ネ

イ

連

山

」

を

め

ぐ

っ

て

1

青
木

田
中

増
山

啓

学礼治

蜂

第
四
十
集
(
昭
和
五
十
四
年
一
月
)

如
§
雲
竜
に
お
け
る
酒
宴
の
た
の
し
み

キ
ー
ツ
の
死
の
諸
相

『
マ
ソ
ヌ
イ
の
子
マ
ー
ス
』
対
訳

蜂薮佐
々

谷下部

昭卓英

雄郎男



シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
と
ロ
ー
マ
史
の
人
物
像

-
プ
ル
タ
ル
コ
ス
を
中
心
に
-
(
Ⅲ
)

『
ジ
ュ
リ
ア
ス
・
シ
ー
ザ
ー
』
論
(
そ
の
三
)

木

村

輝

平

ハ
ー
グ
ァ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵

フ

ェ

ノ

ロ

サ

資

料

(

I

)

序

村

形

明

子

T
h
e
O
r
i
e
∽
H
訂
h
i
n
d
L
冒
g
u
品
e
A
c
q
u
i
s
i
t
i
O
n
T
h
e
O
r
i
e
sD

p
七
i
d
S
e
ロ

第
四
十
一
集
(
昭
和
五
十
四
年
三
月
)

悪
意
の
空
間
と
摂
理
の
空
間
(
そ
の
二
)

と

1
-
童
序
曲
』
(
第
一
巻
)
の
鳥
の
巣
掠
り
の
少
年
・

覚
え
書
き
H
-

エ
マ
ソ
ン
の
『
英
国
人
の
特
性
』

-
愛
国
者
エ
マ
ソ
ン
の
一
面
-

戯
れ
の
言
葉

-
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
「
独
身
男
達
の
天
国
と

松

下

千

吉

小

島

啓

邦

乙

女

達

の

地

獄

」

に

つ

い

て

1

-

-

中

村

紘

一

T
・
S
・
エ
リ
オ
ッ
ト
と
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
・
バ
ビ
ッ
ト

角

倉

康

夫

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
オ
ヴ
・
マ
ン
マ
ス
『
メ
ル
リ
ー
ヌ
ス
伝
』
(
訳
)
の

六

反

田

収

フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
「
文
学
真
説
」

1
ハ
ー
グ
ァ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵

遺

稿

(

u

)

-

村

形

明

子

第
四
十
二
集
(
昭
和
五
十
五
年
二
月
)

窓
意
の
空
間
と
摂
理
の
空
間
(
そ
の
三
)

と

-
『
序
曲
』
(
第
一
巻
)
の
鳥
の
巣
掠
り
の
少
年
・

覚

え

書

き

臼

1

-

松

下

千

言

イ
ェ
イ
ツ
に
お
け
る
「
力
へ
の
意
志
」

-

劇

『

カ

ル

ヴ

ァ

リ

ー

』

に

つ

い

て

-

渡

辺

久

義

中
期
英
語
に
お
け
る
印
欧
系
語
詞
の
廃
用
に
つ
い
て

永

野

芳

郎

Y
e
P
t
S
p
ロ
d
t
h
e
2
0
h
‖
T
h
e
S
u
p
e
r
n
已
u
r
巴
i
n
D
r
P
m
P

長
谷
川
年
光

第
四
十
三
集
(
昭
和
五
十
五
年
八
月
)

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
の
『
リ
チ
ャ
ー
ド
二
世
』
再
考

1
-
-
王
の
没
落
と
「
詩
人
的
性
格
」
に
つ
い
て
1

青

木

啓

治

。
A
ロ
W
p
r
s
p
r
e
出
O
y
i
s
h
3

1

メ

ル

ヴ

ィ

ル

の

四

つ

の

戦

争

詩

-

中

村

紘

一

ジ
ェ
フ
リ
ー
・
オ
ヴ
・
マ
ン
マ
ス
『
メ
ル
リ
ー
ヌ
ス
伝
』
(
訳
)
脚

六

反

田

収

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
と
ロ
ー
マ
史
の
人
物
像

-
プ
ル
タ
ル
コ
ス
を
中
心
に
ー
(
Ⅳ
)

『
ア
ン
ト
ニ
ー
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
』
論
(
そ
の
一
)

ア

ン

ト

ニ

ウ

ス

と

ク

レ

オ

パ

ト

ラ

の

恋

木

村

輝

平

二
四
九



フ
ェ
ノ
ロ
サ
の
京
都
社
寺
什
宝
調
査
メ
モ

ー
バ
ー
ヴ
ァ
ー
ド
大
学
ホ
ー
ト
ン
・
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
蔵

遺
稿
(
Ⅲ
)
-

村

形

明

子

二
五
〇

第
四
十
六
集
(
昭
和
五
十
七
年
三
月
)

『
オ
ー
ル
メ
イ
ヤ
ー
の
阿
房
宮
』
に
つ
い
て
奥
村

透

第
四
十
四
集
(
昭
和
五
十
五
年
十
一
月
)

イ
ェ
イ
ツ
に
お
け
る
苦
悩
へ
の
意
志
、
そ
の
宗
教
性
の
構
造

-
劇
『
煉
獄
』
を
め
ぐ
っ
て
-

渡

辺

久

義

イ
ェ
イ
ツ
に
お
け
る
詩
と
政
治
、
あ
る
い
は
孤
独
と
集
団

渡

辺

久

義

メ
ル
ヴ
ィ
ル
『
マ
ー
デ
ィ
』
の
た
め
の
一
つ
の
覚
書

ア
イ
〆
レ
ツ
シ
ヨ
ソ

ー
そ
の
「
語
り
手
」
と
い
わ
ゆ
る
「
逸
脱
」
の

C
O
m
m
e
n
t
鼠
i
E
t
y
m
0
-
O
g
i
c
i
(
I
)

1

擬

音

語

と

鳥

の

名

称

1

永

野

芳

郎

O

n

W

O

r

d

M

e

a

n

i

n

g

D

P

く

i

d

S

e

-

-

第
四
十
五
菜
(
昭
和
五
十
六
年
十
月
)

詩

の

進

歩

と

進

歩

の

詩

蜂

谷

昭

雄

底
無
し
の
中
心
か
ら
-
シ
ェ
イ
マ
ス
・
ヒ
ー
ニ
ー
の
ポ
ッ
グ
詩
-

佐

野

哲

郎

回
想
の
楽
園
を
求
め
て
-
メ
ル
ヴ
ィ
ル
の
『
オ
ム
ー
』
覚
書
-

中

村

紘

一

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
と
ロ
ー
マ
史
の
人
物
像

-
プ
ル
タ
ル
コ
ス
を
中
心
に
1
(
Ⅴ
)

『
ア
ン
ト
ニ
ー
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
』
論
(
そ
の
二
)

ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
の
恋
(
続
)

章
に
つ
い
て
-

『
タ
イ
ニ
ー
・
ア
リ
ス
』
の
構
造

文
体
論
再
考

宮嶋中

内原村

裏紘

弘一一

第
四
十
七
集
(
昭
和
五
十
七
年
十
月
)

考
え
る
人
-
エ
マ
ス
ン
の
『
ア
メ
リ
カ
の
学
者
』
-
-
-

尾

西
行
の
歌
「
く
も
り
無
き
山
に
て
…
…
」
解
釈
竹

メ
ル
ヴ
ィ
ル
『
レ
ッ
ド
バ
ー
ン
』
の
語
り
手
に
つ
い
て

ー

『

マ

ー

デ

ィ

』

と

の

関

連

に

お

い

て

1

中

村

紘

一

S
O
m
e
P
O
e
m
S
O
n
t
h
e
P
O
e
t
P
n
d
H
i
s
P
r
O
b
㌃
m
s

D
P
く
i
d
H
巴
e

E
r
n
e
∽
t
『
.
句
e
n
0
-
-
O
S
P
、
S
.
云
O
t
e
S
訂
r
P
ロ
i
s
t
O
r
y
O
f
t
h
e
I
n
D
u
e
n
c
e

O

f

C

h

i

n

p

u

p

O

n

t

h

e

W

e

s

t

e

r

n

W

O

r

-

d

.

∵

‖

p

】

L

n

k

b

e

t

w

e

e

n

t
h
e
H
O
u
g
h
t
O
n
呂
d
t
h
e
詳
i
n
e
c
k
e
L
i
b
r
p
r
y
M
P
n
u
S
C
r
i
p
t
∽

村

形

明

子

コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
の
『
失
意
の
オ
ウ
ド
』



第
四
十
八
集
(
昭
和
五
十
八
年
三
月
)

さ
ま
ざ
ま
な
語
り
口

1
メ
ル
ヴ
ィ
ル
『
ホ
ワ
イ
ト
・
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
』
覚
書
-

中

村

紘

一

慈
恵
の
空
間
と
摂
理
の
空
間
(
そ
の
四
)

と

-
r
序
曲
』
(
第
一
巻
)
の
鳥
の
巣
掠
り
の
少
年
・

覚

え

書

き

ロ

ー

松

下

千

吉

シ
ェ
イ
ク
ス
ピ
ア
劇
と
ロ
ー
マ
史
の
人
物
像

-
プ
ル
タ
ル
コ
ス
を
中
心
に
(
Ⅵ
)
-

r
ア
ン
ト
ニ
ー
と
ク
レ
オ
パ
ト
ラ
』
論
(
そ
の
三
)

ア
エ
ノ
バ
ル
ブ
ス
、
ポ
ン
ペ
イ
ウ
ス
、
レ
ピ
ド
ゥ
ス

木

村

輝

平

第
四
十
九
集
(
昭
和
五
十
八
年
十
二
月
)

ジ
ェ
イ
ン
・
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
に
お
け
る
ジ
ェ
ン
ト
ル
マ
ン
(
I
)

山

本

利

治

ロ
マ
ン
派
に
お
け
る
へ
未
完
)
の
問
題
(
そ
の
こ

ー
コ
ウ
ル
リ
ッ
ジ
・
会
話
詩
群
を
中
心
に
-

M

e

-

3

.

1

-

e

P

n

d

H

i

s

.

.

T

w

O

廿

0

0

k

s

3

『
美
術
真
説
』
と
フ
ェ
ノ
ロ
サ
遺
稿

村福薮

形岡下

明和卓

子子郎

五



編

集

後

記

☆
『
英
文
学
評
論
』
が
五
十
集
に
達
し
た
。
こ
こ
に
、
古
代
・
中
世
英
語
か

ら
、
英
・
米
文
学
、
そ
し
て
ま
た
比
較
文
学
に
ま
で
お
よ
ぶ
多
彩
な
論
文

十
五
第
を
集
め
て
、
記
念
号
を
上
梓
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
編
集
子

の
大
き
な
よ
ろ
こ
び
と
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
執
筆
、
協
力
下
さ
っ
た
諸

方
に
厚
く
謝
意
を
表
し
た
い
。
さ
ら
に
、
第
一
集
か
ら
第
四
十
九
集
ま
で

の
総
目
次
を
附
し
た
の
は
、
教
養
部
英
語
教
室
の
研
究
の
歴
史
を
し
の
ぶ

よ
す
が
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
更
に
発
展
の
た
め
に
な
れ
ば
と
の
願
い
か

ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
『
英
文
学
評
論
』
の
題
字
は
、
故
探
瀬
基
寛
先

生
の
筆
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
こ
こ
に
明
記
し
て
お
き
た
い
。

☆
教
室
事
情
。
四
月
に
は
山
本
利
治
氏
が
教
授
に
昇
任
さ
れ
た
。
ま
た
、
九

月
に
は
中
村
紘
一
助
教
授
が
一
年
間
の
ハ
ー
グ
7
-
ド
で
の
留
学
か
ら
、

一
月
に
は
鴫
原
真
一
教
授
が
十
ケ
月
間
の
文
部
省
在
外
研
究
員
と
し
て
の

留
学
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
帰
国
さ
れ
た
。

☆
談
話
会
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
十
月
四
日
に
、
中
村
紘
一
助
教
授
の
「
私
の

見
た
ハ
ー
グ
7
-
ド
」
と
、
水
光
雅
則
助
教
授
の
レ
デ
ィ
ン
グ
大
学
に
お

け
る
英
語
研
修
の
報
告
を
、
さ
ら
に
一
月
三
十
一
日
に
は
、
鴫
原
真
一
教

授
の
「
ア
メ
リ
カ
の
芝
居
、
イ
ギ
リ
ス
の
芝
居
」
を
、
そ
れ
ぞ
れ
興
味
深

く

聴

く

こ

と

が

で

き

た

。

(

T

・

H

)

英
文
学
評
論
第
五
十
集

非

売
品

昭
和
六
十
年
三
月
八
日
印
刷

昭
和
六
十
年
三
月
十
五
日
発
行

編
集
者
京
都
大
学
教
養
部
英
語
教
室

代

表

者

奥

村

透

印

刷

所

中

西

印

刷

株

式

会

社

京
都
市
上
京
区
下
立
売
通
小
川
東
入

発
行
所
京
都
大
学
教
養
部
英
語
教
室

京
都
市
左
京
区
富
田
二
本
松
町
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